
（様式１－１）
令和６年度 学校評価報告書 大牟田市立宅峰中学校ほしぞら分校（ＮＯ１）

学校教育目標 未来を生き抜く力（徳・知・体）と社会性を併せ持つ生徒の育成 重点目標 夢や希望をもち、学ぶ意欲を継続する生徒の育成
評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画

重点目標 目標達成のための方策（取組指標） 成果指標 評 価 結 果（成果○と課題△） 評価 コメント 次年度における改善策（案）
○主として人とのかかわりに関することに重点化 ○生活アンケートによる自他ともに大切にす 〇生活アンケートを毎月実施している。実施 ・学校の評価は適切である。 ・考えを伝え合う交流活動を仕組むこ
した道徳の授業を充実させる。 る生徒 3 後は、職員全体で共通理解を図り、担任に A ・新しい学校のため、全般的に難しさ とで、人間関係を向上する力を身に
・考えを書く活動の設定 【生徒アンケート】→９０％ 聞き取りを指示してトラブルの早期対応に があり、定時制とは違った発見があ 付けさせたい。そのために、各教科

主体性、社会 ○道徳の授業において、自分の考えを書いて 努めている。 った。まずはお互いを知るところか や領域において意図的にペアでの活
重 性、人間関係 いる生徒 3 〇学齢経過者には、既に社会生活や実務経験 A ら焦らず取り組んでほしい。 動やグループ活動を仕組む。

力の向上 【教育活動評価】→８０％ 等により一定の資質・能力が養われてい ・様々な年代や家庭背景をもつ生徒へ ・積極的な交流を促し言語の壁をなく
○生徒同士の交流活動を取り入れた授業の展開を ○授業の中で、自分の考えと他の生徒の考え る。そのため、道徳の授業については、学 の対応は難しいと思う。今後もほし すために、ＩＣＴの翻訳機能を有効

点 工夫する。 を比べたり、自分の考えを発信したりする 2 齢経過者に必要と思われる内容により授業 B ぞら分校の強みを生かした取り組み に使うことが考えられる。
・考えを伝える時間の設定（個に応じて） 場の設定 を編成した。その中で、意図的に自分の考 をお願いする。 ・学校行事等を、生徒の主体的な活動

【教育活動評価】→８０％ えを書く活動を設定した。 ・自己評価は、上方修正すべきである。 とするために、家庭訪問や個別の相
目 ○生徒自身が企画・運営する特別活動の推進を図 ○生徒同士が合意形成を図る学級活動（話合 △考えを伝え合う交流活動については、生徒 （第３項目） 談の中で、生徒のやりたいことを引

る。 い活動）の実施【教育活動評価】→８０％ 2 の現状から実施が困難であった。 A ・積極的に人前で表現することはでき き出す必要がある。また、登校が難
・生徒が交流する学級活動の充実 ○生徒が運営できる学校行事を設定 △学校行事の運営については、毎日登校でき なかったかもしれないが、発表の場 しい生徒には、他の生徒の考えを家

標 ・生徒自身が企画・実行できる学校行事の設定 【学期に1回以上】 る生徒が少なく、生徒自身による企画がで を設定されており、実施できている。 庭訪問やビデオ等を使って伝え、学
○豊かな体験活動の充実を図り社会性を育成する。 ○「ほしぞら文化芸術祭」を設定し、社会体 3 きなかった。いかに生徒自身による主体的 A ・手探りの運営の中、よく企画されて 級学校の一員であることを意識させ

験等を推進【学期に1回以上】 活動とするかが課題である。 いる。 るようにする。
に ○個に応じた学習を展開するための、個別の支援 ○将来の進路を見据えた個別の支援計画を作 3 〇個別の支援計画を作成し、少人数学習や複 A ・学校の評価は適切である。 ・学習意欲を継続させるために、生徒

計画を作成する。 成【教育活動評価】→１００％ 数の教師による指導等、授業の在り方を工 ・生徒一人一人を大切に関わっておら ぞれぞれのニーズに応じて、何のた
○生徒のニーズに対応した支援体制を工夫する。 ○少人数学習や複数の教師による指導体制を 4 夫することで、生徒一人一人のニーズに合 A れる。教職員の姿に学ぶことが多く、 めに学んでいるのかをしっかりと把

関 工夫【教育活動評価】→８０％ わせた教育活動を実施することができた。 感謝している。 握する必要がある。また、将来の自
○生徒の状況を常に把握し、個に応じた教材・教 ○個に応じた教材・教具を工夫した授業の展 4 〇生徒の実態に応じて教材を工夫し、それぞ A ・一人一人の環境の違いに細かく対応 分を常に意識させ、教育相談等で個

学ぶ意欲を継 具を準備する。 開【教育活動評価】→８０％ れの教科で個別に対応を行った。 されていることは大変なこと。少し 別に目標を設定させる。
す 続する生徒 ○意欲が継続して学ぶことのできる工夫を行い、 ○課題解決のための意欲を高める授業実践 2 △家庭環境や仕事、精神的な不安等により、 A ずつ道筋が拓けてくると思う。 ・学ぶ楽しさを実感させるために、生

学びに向かう力を高め、主体的な学習の充実を 【教育活動評価】→９０％ 学習に対する意欲や登校意欲が、低下した ・目的が各自それぞれなので、何が目 徒の実態に応じた各教科の授業改善
図る。 ○学ぶ楽しさを実感し学びたいという意欲を 2 生徒が見られた。学ぶ楽しさを実感させる A 標で何をしたいのか、早く本音を把 に取り組む。また、専門性を高める

る ・ほしぞらノートによる振り返り 継続する生徒【生徒アンケート】→９０％ 授業や体験活動の工夫が必要である。 握できるような学級づくりができる ための研修にも積極的に参加させる
○生徒の実態に配慮しながら、自分の考えを表現 ○交流活動の意図的な設定 2 △外国籍の生徒、出席がなかなかできない生 A ことを期待する。 ようにする。
する時間を意図的に設定する。 【教育活動評価】→８０％ 徒、コミュニケーションが苦手な生徒等の ・生徒それぞれの事情があり、交流を ・これまで経験することがなかったよ

評 ○自分の考えを書き、説明することができる 実態により、互いの意見を伝え合うような 活発に行うことは難しいと思うが、 うな体験活動を計画的に仕組み、生
生徒 2 交流活動は困難であった。意図的・段階的 A 今後少しずつ交流が広がることを期 徒の登校意欲につなげる。
【生徒アンケート】→７０％ に交流活動を仕組む必要がある。 待する。

価 ○運動が苦手な生徒や高齢な方でも楽しく取り組 ○保健体育科や学級活動等において、日常的 〇体育科の学習では、体育科担当教師が考え ・学校の評価は適切である。 ・学齢期に様々な事情により学校に行
むことができるように、興味関心を高め主体的 に取り組める運動を紹介し、自分の課題に 3 た「ほしぞら体操」で体ほぐしを行ったり、 A ・様々な年代の生徒が楽しめるスポー けなかった生徒にとって、夜学校に
な学びを生み出す場の工夫を図る。 応じて選択しながら運動できる生徒 ルールが簡単で高齢者でも取り組める「ニ ツを工夫しながら実践されている。 行くという生活リズムを確立するこ

【教育活動評価】→８０％ ュースポーツ」を取り上げたりして、誰で ・ソファーの設置など、全てにおいて とは非常に難しかったと思われる。
○それぞれの生活に合わせた生活習慣を確立させ ○夜間中学に通うことができる生活習慣を確 も参加できるように内容を工夫した。 先生方の温かい気持ちに触れること 他機関と連携しながら、学習面だけ

生活リズムを るための教育相談を充実する。 立した生徒 2 △生徒の事情（家庭環境や仕事の変化等）に A ができた。 でなく、様々な面で生徒の支援を行
確立する生徒 【生徒アンケート】→９０％ より、夜間中学に通うための生活習慣を確 ・温かい環境づくりができている。 っていくことを継続する。

○休日における運動の奨励する。 ○日常的に体を動かし、運動を習慣化してい 立させることは困難であった。 ・自己評価は、上方修正すべきである。 ・生徒それぞれの事情を考慮し、生活
る生徒 2 〇本校の生徒の実態に合わせた環境が整いつ A （第４項目） の中で道具がなくても簡単に取り組
【生徒アンケート】→８０％ つある。廊下の手すりや蛍光灯、体を休め ・学校紹介のスライドを拝見し、よく める運動を紹介する。

○日常の生徒の健康管理体制や生徒に合わせた環 ○年齢や心、体の状況に応じた環境の整備 3 るソファーなど、市教委の協力を得ながら B 整っていると思った。 ・生徒の年齢、夜間の教育活動等、他
境整備の充実を図る。 【教育活動評価】→８０％ 環境改善を行ってきた。 ・様々な工夫をして個に応じた環境整 校とは違った環境整備が必要である
・高齢者への配慮 ○関係機関と連携した教育相談体制の整備 3 〇ＳＣやＳＳＷ、福祉課等と相談しながら、 A 備を行っている。 ため、教育委員会等と連携しながら
・日常の相談体制の工夫 【教育活動評価】→９０％ 生徒の不安や悩みに対応してきた。 環境の整備に努める。

○毎月のいじめアンケートを実施し、気になる生 〇アンケートに基づく聞き取りや教育相談の 〇毎月実施している生活アンケートでは、い ・学校の評価は適切である。 ・開校当初は、生徒同士の交流はなか
徒への聞き取りを行い、全職員で共通理解を図 実施、認知したいじめの４ヶ月以内の解消 4 じめの認知はなかった。また、様相観察、 A ・年齢が様々なので、人生経験豊かな なか見られなかったが、次第に交流

い る。 【教育活動評価】 →１００％ 生徒からの聞き取りにおいても、いじめは 生徒さんたちとの交流で、お互いに する姿が見られるようになった。ホ
じ 互いの良さや個 ○日常的に生徒への声かけを行い、気になること ○生徒理解会議の実施と対応策の協議及び共 認知していない。 良い結果になっていると思う。 ームルームや授業の中で、年齢、国
め 性を認め合う生 は、毎日の生徒理解会議で報告する。 通理解 〇生徒理解会議を毎日実施し、生徒の状況に 籍等関係なく尊重しあう取組を仕組
防 徒 【毎日】→１００％ 4 ついて全職員で共通理解し協議を行った。 A んできた。今後も、互いの良さを認
止 ○生徒への日常的な声かけと「はじまりの会」 〇「はじまりの会」と「おわりの会」の担当 め合うことができる集団づくりに努

「おわりの会」で生徒の良さを紹介 者を決め、時宜に応じた話題を生徒に提供 める。
【毎日】→９０％ してきた。 ・毎日の生徒理解会議を継続する。

○出欠状況の確実な把握を行い、関係機関等との ○登校時に、次の日の出欠について確認 4 〇生徒の出席状況について全職員で把握し、 A ・学校の評価は適切である。 ・生徒が抱える事情をできるだけ細か
不登 登校意欲の継続 連携を図る。 【教育活動評価】→１００％ 欠席が続く生徒には、サポートチームを組 ・モチベーションを途切れないように く把握し、生徒に応じた適切な対応
校防 と目標に向かい ○生徒の状況に応じた関係機関との連携 3 織し家庭訪問等を随時行った。また、関係 A することは他の学校でも難しいこと を関係機関と連携しながら進める。
止 努力する生徒 【教育活動評価】→９０％ 機関と連携してケース会議を実施した。 である。個別によく対応されている。 ・生徒の将来の進路、希望を聞きなが

○教育相談や日常の会話を通して、生徒一人一人 ○学期に１回の教育相談の実施と、生徒の状 〇年間４回の教育相談を行い、学習内容や進 ・少人数のメリットを活かしている。 ら、登校することに意義を感じるこ
の将来の進路を把握し、個に応じた課題を設定 況に合わせた教育相談の実施 3 路等について生徒と相談しながら個別に対 A ・何のためにこの学校に来たのか、時 とができるような授業内容の改善や
する。 【教育活動評価】→１００％ 応を行った。 々認識する機会があるとよい。 学校行事等の企画に取り組む。

働き ○出張等による午前中勤務の確実な振替を取得す ○午前中勤務に係る振替の取得 4 〇午前中出勤や休日の出張等による振替は、 A ・学校の評価は適切である。 ・本校は、他校と勤務時間が異なるた
方改 ワークライフの る。 １００％ 確実に取得させた。 ・続けることが大切であるので、先生 め、出張等が入った時には必ず声か
革 確立 ○勤務時間が変わったことによる体調管理と生活 ○１か月の超過勤務４５時間以内の達成率 4 〇１か月の超過勤務４５時間を超えた職員は A 方が疲弊されないようにしていただ けを行って振替を確実に取得するよ

リズムの調整を、面談を通して助言する。 ９０％ いなかった。 きたい。 う促す。
◇評価について ・【自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できていない（６０％未満）

・【学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価は上方修正すべきである Ｃ：自己評価は下方修正すべきである


